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◎
特
選　

＊
共
選

◎
村
祭
り
の
化
粧
落
し
し
若
者
ら
た
く
ま
し
き
農
の
素
顔
戻
り
く　
　
　
　
　

近
藤　
　

糺

（
評
）
華
や
か
な
非
日
常
の
世
界
か
ら
日
常
に
帰
れ
ば
直
ち
に
健
康
的
農
業
青
年
に
戻
る
し

な
や
か
な
若
者
達
に
、
作
者
の
好
ま
し
い
暖
か
な
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
歌
で
す
。

　
　
　

　

春
の
雨
降
る
と
も
見
え
ず
山
の
木
の
喜
び
の
声
一
日
聞
こ
ゆ
る　
　
　
　
　

山
岸
由
美
子

　

ほ
と
と
ぎ
す
闇
の
深
さ
を
は
か
る
が
に
忍
び
音
に
鳴
く
葉
山
二
子
山　
　
　

多
羅　

空
竹

　

も
の
を
結
う
細
き
針
金
縺
れ
た
り
二
つ
の
端
の
見
つ
か
ら
ぬ
こ
と　
　
　
　

米
田　

宮
子

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
余
韻
お
し
み
て
帰
る
道
主
婦
の
リ
ズ
ム
に
転
調
な
し
て　
　

鈴
木　

榮
子

　

風
薫
る
君
と
い
ひ
く
れ
し
人
も
逝
き
疼
く
心
に
五
月
の
空
あ
り　
　
　
　
　

金
井　

比
佐

　

ど
く
だ
み
の
十
字
の
白
に
走
り
梅
雨
音
な
く
降
り
て
晴
る
る
と
も
な
く　
　

安
藤
と
み
子

　

風
去
り
て
遥
か
な
山
に
落
つ
る
日
の
風
紋
画
く
砂
丘
染
め
つ
つ（
中
田
島
砂
丘
）柳
沢　

千
雪

　

点
滴
の
落
ち
ゆ
く
し
ず
く
目
に
追
え
る
妻
の
気
だ
る
き
顔
の
赤
ら
む　
　
　

渡
部　

哲
也

　

た
ん
ぽ
ぽ
の
秀
の
綿
帽
子
脊
の
び
し
て
舞
ひ
ゆ
く
風
を
待
ち
て
ゐ
る
ら
し　

渡
辺　

裕
子

短　

歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

保
子　

選

第４８回

　

葉
山
炭
焼
同
好
会

　

上
山
口
の
バ
ス
停
「
新
沢
」
の
近
く
。
緑

鮮
や
か
な
斜
面
の
ふ
も
と
に
、
青
い
ト
タ
ン

屋
根
の
小
屋
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
が
葉
山
炭

焼
同
好
会
の
仕
事
場
。
週
末
に
な
る
と
会
員

が
集
い
、
炭
焼
き
な
ど
に
汗
を
流
し
ま
す
。

　

同
好
会
が
誕
生
し
た
の
は
七
年
前
。
上
山

口
地
区
の
あ
る
会
合
で
、
炭
焼
き
が
盛
ん

だ
っ
た
昔
の
話
に
花
が
咲
き
、
こ
れ
を
契
機

に
「
伝
統
の
灯
を
消
し
て
は
い
け
な
い
。
里

山
保
全
の
た
め
に
も
、
炭
焼
き
を
復
活
さ
せ

よ
う
」
と
有
志
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
八
人
。
活
動
が
テ
レ

ビ
で
紹
介
さ
れ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
遠
く

横
浜
か
ら
参
加
し
た
会
社
員
も
い
ま
す
。

　

炭
焼
き
は
、
端
で
見
る
ほ
ど
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
番
つ
ら
い
仕
事
が
、
炭
の
原

料
に
な
る
木
の
伐
採
で
す
。「
わ
れ
わ
れ
が

使
う
の
は
庭
や
山
の
余
剰
木
。
持
ち
主
か
ら

の
依
頼
で
伐
採
す
る
ん
で
す
が
、
中
に
は
ケ

ヤ
キ
の
大
木
な
ど
も
あ
り
、
大
変
な
重
労
働

で
す
」
と
、
会
長
の
大
串
勝
彦
さ
ん
。

　

実
際
に
炭
を
焼
く
の
は
、
十
月
か
ら
三
月

ま
で
の
半
年
間
で
す
。
原
料
の
木
を
窯
に
入

れ
て
か
ら
、
炭
に
な
る
ま
で
に
ほ
ぼ
三
日

間
。
炭
の
善
し
悪
し
は
、
窯
の
火
を
い
つ
止

め
る
か
で
決
ま
る
た
め
、
こ
の
間
は
い
つ
も

神
経
を
使
う
そ
う
で
す
。

　

現
在
は
木
炭
の
ほ
か
に
、
竹
炭
や
人
気
の

木
酢
液
な
ど
も
製
造
。
主
に
町
内
の
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
販
売
し
、
好
評
を
博
し
て
い
ま

す
。　

毎
年
秋
に
は
、
研
修
と
親
睦
を
兼
ね

て
、
群
馬
の
水
上
や
奥
秩
父
な
ど
各
地
の
炭

焼
き
現
場
を
訪
ね
る
小
旅
行
を
実
施
。
現
地

の
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
「
炭
焼
き
は
楽
し
い
で
す
よ
。
ひ
と
仕
事

終
え
て
、
窯
の
そ
ば
で
の
一
杯
。
こ
れ
が
ま

た
最
高
な
ん
で
す
」
と
笑
顔
の
大
串
さ
ん
。

「
木
炭
等
の
ご
入
用
の
際
は
ぜ
ひ
…
」
と
Ｐ

Ｒ
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

お
詫
び
と
訂
正　

６
月
号
に
お
い
て
、
間
違
い

が
あ
り
ま
し
た
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

俳
句
（
借
辞
↓
措
辞
）（
生
命
感
と
い
う
↓
生
命

感
の
）（
少
々
↓
生
生
）

俳　

句　
　

淺
井　

一
志　

選

◎
帯
締
め
て
ぽ
ん
と
叩
い
て
更
衣　
　

新
井
か
ね
子

（
評
）
こ
の
更
衣
は
帯
を
締
め
る
と
あ
る
か
ら
、
和

服
と
い
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ぽ
ん
と
叩
く

と
い
う
中
七
の
行
爲
が
、
単
な
る
行
動
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
で
よ
し
と
気
持
の
動
き
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
転
移
が
更
衣
と
い
う
季
語
に
ひ
び

き
あ
う
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

ト
ン
ネ
ル
の
向
か
ふ
は
パ
ン
屋
若
葉
風高

梨　

久
子

（
評
）
ト
ン
ネ
ル
を
出
て
ど
う
し
た
と
い
う
句
は
い

く
つ
も
見
ま
す
が
、
ま
た
か
と
い
う
感
じ
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
句
は
パ
ン
屋
を
と
ら
え

た
点
、
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
連
想
さ
せ
葉
山

で
あ
れ
ば
あ
そ
こ
の
パ
ン
屋
だ
と
誰
も
理
解

で
き
る
で
し
ょ
う
。
お
り
か
ら
若
葉
の
気
持

の
よ
い
時
、
逗
子
の
方
へ
歩
い
て
の
作
で

し
ょ
う
。

　

こ
れ
ほ
ど
の
青
嵐
と
は
思
は
ざ
る　

熊
谷　

晃
門

　

月
下
美
人
ひ
ら
き
き
っ
た
る
と
き
哀
し近

藤　
　

糺

　

節
く
れ
の
掌
を
漏
る
ひ
か
り
初
蛍　

片
山　

久
女

＊
夕
焼
け
や
棚
田
下
よ
り
暮
れ
て
い
く

西
澤　

虚
心

＊
看
病
の
夜
更
け
て
遠
く
青
葉
木
菟　

渡
部　

哲
也

◎ 
山  
峡 
の
し
じ
ま
ゆ
る
が
す 
瀧 
の
音　

石
川　

光
子

や
ま 
か
い 

た
き

（
評
）
雄
大
な
る
華
厳
・
那
智
の
滝
は
有
名
で
あ
る

が
、
山
峡
の
小
さ
な
滝
で
も
そ
れ
ぞ
れ 
趣 
が

お
も
む
き

あ
り
清
涼
な
眺
め
で
あ
る
。
落
差
の
大
き
い

も
の
で
は
、
滝
口
付
近
に
立
つ
と
大
地
の
震

動
を
覚
え
る
。
目
前
に
滝
し
ぶ
き
が
迫
っ
て

来
る
よ
う
な
リ
ア
ル
な
描
写
で
あ
る
。

　

黒
猫
の
不
敵
な 
眼 

ま
な
こ 
五  
月  
闇 　
　
　
　

新
井
か
ね
子

さ 

つ
き 
や
み

（
評
）
五
月
雨
の
降
る
頃
の 
陰  
鬱 
な
昼
の
暗
さ
を 
五 

い
ん 
う
つ 

さ

 
月  
闇 
・ 
梅  
雨  
闇 
な
ど
と
い
う
。
し
か
し
、
昼

つ
き 
や
み 

つ 

ゆ 

や
み

の
暗
さ
よ
り
も
夜
の
方
が
使
わ
れ
て
い
る
よ

う
だ
。「
不
敵
な
眼
」と
い
え
ば
お
そ
ら
く
野

良
猫
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。 
精  
悍 
な
習
性

せ
い 
か
ん

で
人
に
な
つ
か
な
い
、
黒
猫
の
眼
だ
け
が 
煌 こう

 
 々
と
し
て
い
る 
五  
月  
闇 
な
の
で
あ
る
。
着

こ
う 

さ 

つ
き 

や
み

眼
・
着
想
が
よ
い
。

　

麦
の
秋
故
郷
に
残
る 
茅 
の
屋
根　
　

川
崎　

虎
康

か
や

　

山
清
水
底
ま
で
澄
み
て 
稚  
魚 
光
る　

石
井
冨
貴
子

ち 

ぎ
ょ

＊
看
病
の
夜
更
け
て
遠
く
青
葉 
木  
莵 　

渡
部　

哲
也

づ 

く

＊
夕
焼
け
に
棚
田
下
よ
り
暮
れ
て
ゆ
く

西
澤　

虚
心

　

法
要
の
終
え
し
本
堂 
東  
風 
抜
け
る　

熊
本　

京
子

こ 

ち

俳　

句　
　

沼
田
葉
櫻
子　

選

　締切は、毎月３日（消印有効）。はがき１
枚に、一人３首か３句まで（当季雑詠）、
住所、氏名、電話番号を書いて、企画課「葉
山歌壇俳壇係」まで
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◆定例ボランティア活動
　７月１０日（土）９時３０分から　老人ホーム
「葉山清寿苑」対象どなたでも □問 �８７５－
６７３４大熊（ボランティア連絡協議会）

◆葉山国際カントリー倶楽部
　日ごろのご愛顧に感謝をこめて、葉山町在
住の皆さまに特別料金をご用意しました。７
月１６日（金）、８月９日（月）　エメラルドコー
ス　一人４Bセルフ１０，９７０円（飲食別キャ
ディー付きは２，６２５円増）来場時に運転免許証
等葉山在住の確認ができるものをご持参くだ
さい。□問 �８７８－８１１０葉山国際カントリー倶
楽部

◆コウモリに会いにいこう
　コウモリに関するレクチャーと観察会。身
近に棲むコウモリを観察しながら地域の自然

環境について考えます。７月１８日（日）１６時　
久木小学校特別活動室集合　小学生～大人　
３００円　□問 �８７６－１４２１山浦（つちのこの会）

◆早期教育相談会
　７月２３日（金）９時～１５時　筑波大学附属久
里浜養護学校　発達の遅れや障害のある子ど
も（０～１２歳）の子育ての心配、指導上の問
題などで悩みを持つ保護者や家族、幼稚園・
保育所・小学校の先生方　２０名　往復ハガキ
に住所・氏名・子どもの氏名と年齢・子ども
との関係・電話番号・相談内容を書いて７月
１５日（木）までに　〒２３９－０８４１　横須賀市野
比５－１－２　「筑波大学附属久里浜養護学
校」早期教育相談室　宛　□問 �０４６－８４８－
３４４４筑波大学附属久里浜養護学校

◆会員募集
　軽音楽にのって自分のペースでストレッチ
体操をしませんか　性別年齢不問　毎水曜１０
時～１２時　月謝１，１００円上山口小学校　□問 �
８７５－０４８１長島

◆栄養士さん募集
　葉山町の高齢者に配食のお手伝いをしてく

ださる栄養士さんを探しています。（有償ボ
ランティア）献立づくり、調理のお手伝いを
していただけませんか　□問 �８７５－１９１２葉山
町配食サービス　オアシス

◆葉山ソフトボール協会・選手募集
　町内在住、在勤の１８歳以上の男女選手募集
　現在、男子４チーム・女子２チームが活動
しています。毎年、南郷上ノ山グランドで春
季・秋季・壮年男子大会等開催　１６年度秋季
大会（女子）８月２９日、９月１２日（男子）１０
月３、１７日　初心者の人歓迎！　□問 ��８７５
－２７１９根岸

◆出張映画会募集
　映写ボランティア五葉の会では、いつでも、
どこへでも、映写機とフィルム持参で無料上
映会に伺います。□問 �８７８－８７４８桜木　映写
ボランティア五葉の会

　掲載を希望するときには、掲載したい月の前月
３日正午までに、企画課（�内線３３３）へお電話く
ださい。営利目的のもの、宗教・政治色の強いも
のは掲載できません。

　６月７日（月）故月岡榮貴画伯の作品

を１２点、月岡房子様より町に寄贈して

いただきました。

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

葉山町制施行80周年記念
第39回葉山海岸花火大会

　江ノ島や鎌倉、マリーナの光を背景

に、赤い鳥居のある「名島」のかがり

火で始まります。

　夜の浜辺から、スターマインや水中

花火などをお楽しみください。

日時　７月２８日（水）

　１９時３０分～２０時３０分

※荒天（雨、波、風の強いとき）時は、

７月２９日、３０日に順延

打上げ場所　森戸海岸沖の名島

花火の数　約１，１００発

問合せ　産業振興課内　葉山海岸花火

大会実行委員会事務局　�内線３７４

故月岡榮貴画伯の作品が
町に寄贈される

　町内在住の小学１～３年生を対象に

英会話教室を右表のとおり開催します。

　講師は、カール．Ａ．ミラー先生です。

定員　各コース２０人（応募多数の場合

は抽選）

申込み・問合せ　往復ハガキに①コー

ス②住所・電話番号③児童氏名・保

護者氏名④在籍学校名・学年を書い

て、

　学校教育課　�内線４３３

締切　７月１２日（月）（消印有効）

【注意事項】

○会場への往復は保護者の責任で対応

してください。

○車での来場はなるべくご遠慮くださ

い。

ミラーさんのサマースクール　２００４ 会　場日　時コース

町立図書館
ホール２階

８月３日～６日
９時～１０時

Ａ

８月３日～６日
１０時半～１１時半

Ｂ

一色小学校
新館３階　

８月２４日～２７日
９時～１０時

Ｃ

８月２４日～２７日
１０時半～１１時半

Ｄ

　月岡画伯は、東京美術学校日本画家

を卒業後、前田青頓に師事し、昭和２３

年第３３回日本美術院展（院展）に初入

選、昭和５６年第６６回院展で日本美術院

賞を受賞し、日本美術院の同人とな

る。
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支給対象となる法人の主な条件

①株式会社、ＮＰＯ法人、企業組合な

どを設立し、事業計画の申請を法人

設立の翌日から６ヵ月以内に行うこ

と。法人設立前に申請を行った場合

は、事業計画の認定後３ヵ月以内に

法人を設立すること。

②次の事業（地域に貢献する事業）を

主たる事業として行う。●個人・家

庭向けサービス●社会人向け教育

サービス●企業・団体向けサービス

●住宅関連サービス●子育てサービ

ス●高齢者ケアサービス●医療サー

ビス●リーガルサービス●環境サー

ビス●地方公共団体からのアウト

ソーシング

支給を受けることができる主な条件

　次のいずれにも該当する労働者を３

人以上（１人以上は非自発的離職者）

を現に継続して雇用している事業主で

あること。ただし、法人設立の日から

６ヵ月以上経過してから支給申請を行

うことができます。●常用労働者又は

短時間労働者（１人以上は常用労働者）

●雇入れ日現在で６５歳未満の人●雇入

れ後３ヵ月以上経過した人●法人の設

立登記の日から１年６ヵ月以内に雇入

れられた人

支給額

①新規創業に係る経費の３分の１

（上限１５０万～５００万円）

②３０歳以上の非自発的離職者のうち、

常用労働者１人あたり３０万円、短時

間労働者１人あたり１５万円

（上限は合計して１００人分）

問合せ　（財）産業雇用安定センター地

方事務所　�０５７０－００５４４０全国共通

　粗大ごみの収集・処分は有料です。

　ごみステーションでの回収は行ない

ません。直接クリーンセンターへ持ち

込むか、電話で回収の申し込みをして

ください（クリーンセンター�８７６－

１１５３）。

　回収を依頼する場合は、回収車が入

れる屋外まで搬出してください。

手数料　１個５００円～２，０００円（直接搬

入した場合は半額）

※後日納付書を送付します。銀行等の

金融機関でお支払いください。

搬入時間　９時～１１時３０分・１３時～１５

時３０分（土・日曜日と年末年始を除

く）

葉山警察署からのお知らせ　　　　　　　　 �876－0110

独立・起業や新事業を行う

子会社の設立を支援します　!

水難にあわないために
◎海水浴を楽しむ皆さんへ

�高波の中での遊泳はやめましょう。

「遊泳注意」が出ているときは、監

視員の指示に従いましょう。

�飲酒後の遊泳や睡眠不足時の遊泳は

やめましょう。

�遊泳区域外での遊泳はやめましょう。

◎水上オートバイを楽しむ皆さんへ

�ライフジャケットを着用しましょう。

�無免許で乗るのはやめましょう。

　また、無免許の人には貸さないよう

にしましょう。

�遊泳者の近くで乗るのは危険ですか

らやめましょう。

�初心者は講習を受けて乗りましょう。

◎ウィンドサーフィンやサーフィンを

楽しむ皆さんへ

�初心者は必ずグループで練習しま

しょう。

�危険な行為はやめましょう。

�潮の流れや風向きなどに注意しま

しょう。

ブラウン管式の
もの

２，８３５円テ レ ビ

業務用及び天井埋
め込み式を除く

３，６７５円エアコン

業務用を除く４，８３０円
冷 蔵 庫

冷 凍 庫

全自動式・二槽式２，５２０円洗 濯 機

で購入し、回収時に係員に渡してくだ

さい。

手数料　１個につき１，５００円

※後日納付書を送付します。銀行等の

金融機関でお支払いください。

※リサイクル券は郵便局でのみ購入で

きます。

ご存知ですか？粗大ゴミの処分方法

家電リサイクルにご協力を

　下表の家電品は、法律でリサイクル

処理が義務付けられています。

　回収は法律で主に電気店が行います

が、購入した店が廃業や遠方の場合

は、町が回収・受け入れを行ないます。

●クリーンセンターに直接搬入する場合

　事前に郵便局で品名とメーカー名を

告げ、リサイクル券を購入し、領収書

を添えて受付に提出してください。

手数料　無料

●戸別回収を依頼する場合

　前述のリサイクル券を事前に郵便局

パソコンの処分は？

　家庭用のパソコンは、昨年１０月から

資源有効利用促進法に基づき、メー

カーが回収しリサイクルを行ないま

す。町はパソコンの回収・受け入れは

行ないません。処分する場合は製造

メーカーに直接お問合せください。

問合せ　環境課　�内線２２３

草津温泉宿泊施設利用助成草津温泉宿泊施設利用助成

　町では、町民の皆さんが草津町との

親睦、草津町の友好を深められるよ

う、昭和５６年からホテル等への宿泊に

助成をしています。

　この助成にあたっては、ホテル、旅

館の一覧から、ご自身で予約をしてい

ただきます。その際に葉山町のこの助

成を利用する旨を連絡し、申請書を提

出してください。

　数日の審査後、利用助成券を発行い

たします。（在住在勤者１人１泊あた

り、中学生以上２，０００円、小学生１，０００

円で年度内２泊まで）

※旅行代理店等から申し込まれますと

この制度が利用できない場合があり

ます。

問合せ　町民課　�内線２１４


